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A Study of Fishery Business Management Stability Policy (1) 
：Focus in Financial Policy of Mutual Aid System for Fishery Operation 
 
Seiichiro ONO ＊1 
 
Abstract: This study describes the current situation of mutual aid system fishery operation. Its system intends to 
compensate damages caused by extraordinary event or unexpected accident, and to serve circumvent blockage in 
fishery reproduction and to stabilize fishery management. I try to review and estimate a financial policy of 
fisheries. 
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第 1章 問題の所在 
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Table1 販売金額別経営体数―2018 年漁業センサス、海面漁業・養殖業― 
   金額規模（万円） 共済対象 平均 
  計 0～100 100～300 300～500 500～800 500～1000 1,000～ 0～500 100～ 300～ (百万円） 
総    計 79,067 23,668 18,154 9,606 7,289 10,992 16,652 51,428 55,399 37,245 18 
 漁 船 非 使 用 2,595 1,775 627 108 51 71 14 2,510 820 193 2 
 無 動 力 船 47 33 12 1 1 1 — 46 14 2 1 
 船 外 機 17.364 9,159 4,717 1,802 956 1,345 341 15,678 8,205 3,488 2 
 動 力 漁 船  36,959 11,369 10,674 5,834 4,089 6,103 7,395 27,877 30,506 19,832 ／ 
 0～1 トン 2,002 1,361 501 90 39 43 7 1,952 641 140 1 
 1～10 トン 34,957 9,781 9,943 5,469 — 5,844 3,921 25,192 25,176 15,233 ／ 
 10～100 トン 4,515 224 228 275 408 715 3,073 727 4,291 4,063 ／ 
 100 トン～ 401 4 2 — — 1 394 6 397 395 ／ 
 定 置 漁 業 3,236 341 601 457 318 518 1,324 1,399 2,895 2,294 ／ 
 サケ・大型 943 24 24 40 33 64 791 88 919 895 ／ 
 小   型 2,293 317 577 417 285 454 528 1,311 1,976 1,399 10 
 海 面 養 殖 13,950 991 1,523 1,404 1,466 2,454 7,578 3,918 12,959 11,436 43 
 魚   類 1,392 39 43 31 260 49 1,230 113 1,353 1,310 ／ 
 ブ リ 673 4 2 5 2 7 655 11 516 514 272 
 貝   類 4,798 400 507 437 511 886 2,568 1,344 4,398 3,891 ／ 
 ホタテ 2,496 40 119 151 230 430 1,756 310 2,456 2,337 27 
 海 藻 類 6,626 504 844 762 736 1,207 3,309 2,110 6,122 5,278 ／ 
 ノリ類 3,214 141 106 149 195 327 2,491 396 3,073 2,967 35 
 水 産 動 物 292 27 41 35 41 70 119 103 65 224 ／ 
 クルマエビ 75 1 1 5 — 3 65 7 4 73 104 
 ホヤ類 167 24 35 24 28 47 37 83 143 108 7 
 真   珠 594 15 98 74 71 126 331 137 579 481 25 
 真 珠 母 貝 248 6 40 65 77 116 21 111 242 202 7 
 沿 岸 漁 業 層 74,151 23,440 17,924 9,331 6,881(13.8) 1,0276(17.7) 1,3180(68.3) 50,695 50,711 32,787 13 
 中 小 漁 業 層 4,867 228 230 275 408 716 3,413 733 4,634 4,404 79 
 大規模漁業層 54 — — — — — 54 — 54 54 1,984 
注1）沿岸漁業層：漁船非使用、無動力船、船外機、動力船 10 トン未満、定置漁業、海面養殖の合計 
   中小漁業層：動力船 10 トン以上 1,000 トン未満の各階層   大規模漁業層：1,000 トン以上の各階層 
 2） —：該当なし    
出所：農林水産省『2018 年漁業センサス』第 1 巻 
 
 
Table2 漁業共済の概要―3共済―  
共 済 形 態 保険形式 部 門 企業形態 漁船規模・養殖種類 資源管理方式 比 較 コスト対策 
漁 獲 共 済 収穫高保険 漁船漁業 家族経営 10 ト ン 未 満 資源管理型 農作物共済 燃 油 
   企  業 10 ト ン 以 上 TAC 制 度 蚕繭共済  
  定置漁業 家  族 小  型  定  置 資源管理型   
   企  業 サケ・大型定置 同  上   
特定養殖共済 収穫高保険 養 殖 業 家      族 ノリ類、ホタテ、 持続的養殖  燃 油 
    特定カキ等 生産確保法   
養 殖 共 済 物損保険 養 殖 業 企業・家族 ブリ類、マダイ、 同  上 火災保険 配合飼料 
    マグロ、カキ等  生命保険 燃 油 








































所・注 4 に同じ）。 
6）小野（2019）pp.33~35、同（2015）pp.22～23。 























































90 日超の要件に加え、200 万円超の金額を追加した。2 号
漁業の義務加入者は 1～100 トンの動力漁船、90 日超、200















経営体数 79,067 の 41.8～57.3％に相当する。同様に沿岸漁
業層 74,151 には 39.1～55.3％となる 11）。 
 上限を 100 万円以上と考えれば、上層と下層を除いた中






日本漁業』 第 35・36 号（2007・2008）。『漁業経済












































第 3章 漁業共済制度・積立ぷらすの検討 








された 1）。2011 年 4 月「新制度」の発足以来、ほぼ 2018 年
度（2019 年 2 月末）までの 8 年間における、漁業共済―漁
獲共済・特定養殖共済・養殖共済の 3 共済―の主要項目デ
ータの累計値を取り出し（Appendix Table 3 を参照）、関連
項目の重要比率を Table 3 に示した。 







る Table 3 には海面漁業の主要な漁業種類および、養殖業
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20～100 トンの一般つり＝34.0％も際立って低い。10 トン
未満・10～20 トンのホタテ貝桁網、10～20 トンの船曳網は 




Table3 区分別・共済事項別・漁業種類別契約実績―2011～2018 累計― 

























総 計 ① 71 70 26 37 -49,386 29 78 170 -250 705 1,514 2,029 
総 計 ② 65 69 28 41 -64,744 29 80 222 -298 902 1,860 2,602 
特 定 養 殖 76 76 23 30 10,613 23 98 167 -181 429 1,536 1,423 
養 殖 計 63 62 24 38 -5,505 17 35 144 -125 2,368 2,048 5,367 
① ／ ② — — — — — — — 76% — 78% 81% 78% 
漁 獲 ③ 63 67 32 47 48,626 37 88 281 -423 950 1,931 2,854 
漁 獲 ④ 76 76 23 31 -18,175 40 81 86 -226 231 794 744 
④ ／ ① — — — — — — — 51% — 33% 52% 37% 
沿 
岸 
採貝採藻・タ 86 78 22 28 -4,678 45 119 776 -2,942 1,453 8,310 5,356 





底曳網・ ツ 80 76 23 30 -2,102 57 135 592 -581 277 1,287 713 
船曳網・ テ 77 70 24 35 -443 42 94 254 -765 569 2,551 1,740 
イカつり・ト 88 71 23 32 -22 36 89 110 -491 189 1,771 695 
サンマ棒受網・ナ 40 79 23 29 -39 65 85 278 -1,500 563 2,675 2,376 
まき網・ ニ 73 73 22 30 -143 45 95 583 -2,314 1,210 6,752 5,058 
カツオマグロ・ヌ 65 71 20 29 -2 20 93 138 -35 535 1,143 1,833 
定 
置 
サケマス定置 85 7 2 32 -545 32 157 74 -113 2,290 10,562 8,449 
大 型 定 置 78 124 74 60 -8,172 27 93 2,301 -2,944 4,743 8,185 15,935 
小 型 定 置 80 122 71 58 -4,244 34 93 423 -568 528 1,285 1,649 
注 1）A,B,C,D,H,I,J,A’C’,I’,J’,X：Appendix 参照。計数は同表より算出。 







    出所：漁済連調査 
Appendix Table3 区分別・共済事項別・漁業種類別契約実績―2011～2018 累計―  
区 分 漁 業 共 済 積 立 ぷ ら す 
共 済 事 項 A B C D H X I J A’ C’ I’ J’ C’+X 
  引受件数 共済限度額 共済金額 国庫補助額 追加補助額 純共済掛金 支払件数 支払共済金 積立件数 漁業者積立額 払戻件数 払戻補填額 積立金＋純掛金 
総 計 ① 197,918 4,380,253 3,126,389 90,578 33,645 129,248 58,175 88,056 154,598 109,067 66,562 135,036 238,315 
総 計 ② 217,409 6,722,571 4,378,112 117,839 48,368 171,599 63,717 118,504 173,445 156,500 74,834 194,693 328,099 
特 定 養 殖 58,656 922,557 702,056 32,620 9,823 43,138 13,760 21,140 57,453 24,670 20,658 29,393 67,807 
養 殖 計 43,910 1,935,657 1,223,468 16,456 6,308 26,571 7,627 15,620 15,266 36,149 4,248 22,798 62,719 
① ／ ② 91% 65% 71% 77% 70% 75% 91% 74% 89% 70% 89% 69% 73% 
漁 獲 ③ 114,843 3,864,356 2,452,587 68,773 32,237 101,890 42,330 81,744 100,726 95,682 49,928 142,501 197,572 
漁 獲 ④ 80,279 787,455 595,837 22,169 6,871 29,363 31,939 25,369 64,724 14,930 33,202 24,701 44,293 
④ ／ ① 41% 18% 19% 24% 20% 23% 55% 29% 42% 14% 50% 18% 19% 
沿 採貝採藻・タ 1,590 112,330 96,339 4,472 1,233 5,728 714 5,933 1,889 2,745 846 4,531 8,472 
岸 小型合併・チ 71,100 533,831 388,088 14,230 4,548 18,946 27,479 14,321 54,725 9,464 27,640 15,680 28,410 
 底曳網・ツ 3,616 89,985 71,868 1,745 529 2,302 2,065 2,658 4,865 1,347 2,822 2,013 3,648 
沖 船曳網・テ 579 10,705 8,190 422 147 607 246 628 544 310 305 531 916 
合 イカつり・ト 45 387 341 15 5 22 16 28 40 8 21 15 29 
遠 サンマ棒受網・ナ 26 1,087 435 25 7 31 17 45 22 12 15 36 43 
洋 まき網・ニ 62 3,351 2,440 121 36 167 28 189 59 71 32 162 238 
 カツオマグロ・ヌ 44 1,501 969 21 6 30 9 10 41 22 12 22 52 
定 サケマス定置 4,822 396,326 338,521 1,117 359 17,112 1,566 16,540 7,579 17,358 3,509 29,646 34,470 
 大型定置 2,776 244,536 191,558 10,680 6,388 8,643 749 6,131 2,587 12,270 1,424 22,691 20,913 
置 小型定置 7,475 93,724 74,950 5,409 3,159 4,421 2,534 3,257 6,989 3,691 3,571 5,805 8,113 
 
 
 注 1）A,B,C,D,H,I,J,A',C',I',J'：2011～18（2011.4～2018.2）年累計値 
 2）X：漁済連『事業報告書』2011～17 年度より算出 
 3）単位：百万円 










産金額ベース）を公表 4）している。2020 年 3 月末において
前者の加入率＝81％（事業創設年度・2012 年 3 月末＝66％
―岩手・宮城・福島県を除く―）、後者の加入率＝77％（同














 ところで漁業共済の引受件数 21.7 万件のうち、小型合併
が 7.1 万件、沿岸漁船漁業（漁獲④）の 88.6%をしめる。






力船 100 トン以上、Table 5 に戻り沿岸漁業および総計によ
り全般的傾向をみると、契約割合・80～100％が 6 割を上回
る。漁獲共済では国庫補助対象外の 100 トン以上船 352、
同じく対象外の契約割合・30％未満に 208、すべてが 100 ト
Table4 トン数階層別・漁業種類別加入率（％） 
採貝採藻・計 91.6 100 トン以上・計 94.9 
コ ン ブ 71.7 一 般 底 曳 網 95.8 
ワ カ メ 6.9 カツオマグロ 80.8 
ア ワ ビ 67.3 一 般 ま き 網 101.3 
10 トン未満・計 91.6 サンマ棒受網 103.9 
一般底曳網 77.5 イ カ つ り 97.5 
ホタテ貝桁網 145.2 カ ニ か ご 80.8 
船 曳 網 113.3 定置漁業・計 87.8 
スケトウ刺網 87.5 サ ケ 定 置 94.2 
カ ニ か ご 75.5 大 型 定 置 87.6 
小型合併・計 58.3 小 型 定 置 67.5 
底 曳 型    61.3 漁船漁業・計 84.8 
一 般 型    53.2 漁獲共済・計 84.4 
船 曳 型    72.6 特定養殖共済・計 93.8 
  ノ リ 類 等 104.6 
10～20 トン・計 89.3 ワ カ メ 79.6 
一般底曳網 83.4 コ ン ブ 109.0 
ホタテ貝桁網 106.4 ホ タ テ 貝 等 83.0 
船 曳 網 102.2 特 定 カ キ 67.6 
一般まき網 85.0 養殖共済・計 83.7 
イ カ つ り 80.0 1 年 魚 タ イ  31.8 
カツオマグロ 91.7 2 年 魚 タ イ  82.1 
  3 年 魚 タ イ  103.3 
20～100 トン・計 89.3 1 年魚カンパチ 88.3 
一般底曳網 92.7 2 年魚カンパチ 89.0 
船 曳 網 87 3 年魚カンパチ 50.1 
カツオマグロ 70.8 2 年 魚 マ グ ロ 87.0 
一般まき網 90.8 3 年 魚 マ グ ロ 79.2 
サンマ棒受網 102.5 4 年 魚 マ グ ロ 84.8 
一 般 つ り 34.0 カ    キ 86.9 
  サ ケ マ ス 83.1 
注1） 漁船漁業：定置漁業を含み採貝採藻を含まない 
 2） 2019 年度  3）マグロ→クロマグロ 
出所：漁済連『魚種別対比表』2019 年 4 月～20 年 3 月 
Table5 契約割合別・階層別部門別引受件数―2018 年度― 
階層別 契    約    割    合  
部門別 30%未満 30%～50％ 50%～80% 80%～100％ 合計 
 件数 構成比 件数 構成比 件数 構成比 件数 構成比 件数 構成比 
採貝採藻 － － 7 4% 6 3% 171 93% 184 100% 
小型合併 － － 1,350 17% 1,200 15% 5,247 67% 7,797 100% 
10 ㌧未満 － － 1,588 18% 1,619 18% 5,802 64% 9,009 100% 
10 ㌧以上 20 ㌧未満 － － 496 28% 435 18% 868 48% 1,799 100% 
20 ㌧以上 50 ㌧未満 － － 72 31% 76 33% 85 36% 233 100% 
50㌧以上 100 ㌧未満 － － 24 24% 13 13% 62 63% 99 100% 
100 トン以上 208 59% 45 13% 39 11% 60 17% 352 100% 
漁 船 漁 業 計 208 2% 2,225 19% 2,182 19% 6,877 60% 11,492 100% 
サケ定置 － － 49 8% 64 11% 477 81% 590 100% 
大型定置 － － 75 21% 73 21% 203 58% 351 100% 
小型定置 － － 132 15% 104 12% 621 72% 857 100% 
定置漁業計 － － 256 14% 241 13% 1,301 72% 1,798 100% 
養殖業 － － 1,686 14% 2,665 22% 7,574 64% 11,925 100% 
漁船漁業 208 2% 2,225 19% 2,182 19% 6,877 60% 11,492 100% 
総 計 208 1% 5,524 17% 6,294 19% 21,170 64% 33,196 100% 
沿 岸 漁 業 208 1% 2,481 19% 2,423 18% 8,178 62% 13,290 100% 
注1）令和 2 年（2020）1 月時点収入において、安定対策事業の掛金追加補助の対象となった契約を集計 
 2）養殖業：特定養殖共済＋養殖共済 



















では、沿岸漁業と漁業全般の開差が 70（Table 3・ ①／②）、
沿岸漁船漁業との開差が 14（同・④／①）であるのに対し、





済掛金は 2011＝194.0億円から 2019＝269.2億円へ 38.7％増





第 2節 特定養殖共済 
 特定養殖共済の累計引受件数（Ａ）58,656（2019 年度 
8,215）は、3 共済総計②＝217,409 の 26.9％（同 28,273 の
29.0%）、同様に共済金額では 702 百万円（2019 年度 117
百万円）、16.0％（17.0%）を占める。契約割合（C／B）76％
























共済の黒字額は大きい 9）（後掲 Table 10）。 
 
第 3節 漁業施設共済および地域共済 
 残る漁業施設共済および地域共済を漁済連は 1995 年に
創設した。ともに物損保険であり、「新制度」スタート時の












合が 7 割をこえる。国庫補助率は全般に 3、4 割程度、純共
Table6 国庫補助額・補助率 
区分 
2011 年度 2015 年度 2017 年度 2019 年度 
純共済掛金 国庫補助額 補助率 純共済掛金 国庫補助額 補助率 純共済掛金 国庫補助額 補助率 純共済掛金 国庫補助額 補助率 
漁獲共済 11,560 7,896 68.3% 12,755 8,621 67.6% 13,386 9,039 67.5% 14,963 9,973 66.6% 
特定養殖共済 4,744 3,609 76.1% 5,303 4,020 75.8% 5,950 4,480 75.3% 6,931 5,191 74.8% 
養殖共済 2,682 1,694 63.1% 3,440 2,135 62.1% 3,838 2,392 62.3% 4,348 2,682 61.6% 
漁業施設共済 417 159 38.2% 647 227 35.1% 657 246 37.4% 672 251 37.3% 
合  計 19,404 13,358 68.8% 22,145 15,003 67.7% 23,830 16,157 67.8% 26,915 18,097 67.2% 
注 1）補助率：国庫補助額／純共済掛金 

































（1987）第 1 巻 pp.172~217、253～254、449～452、
503～509、p.247、374 など、第 3 巻 p.65、pp.106～















4）水産庁・令和 2 年 6 月 25 日「漁業経営安定対策の




としている。2011 年 3 月末では燃油＝32％、配合
Table7 漁業施設共済―2019 年度― 
区分 
引受件数 共済限度額 共済金額 純共済掛金 
D 
契約割合 純共済掛金率 国庫補助率 共済金額/件 
A B C X C／B X／C D／X C／A 
養殖施設 27,601 12,828 9,152 273 119 71.3% 3.0% 43.5% 331 
定置網 449 17,769 9,252 360 113 52.1% 3.9% 31.3% 20,605 
まき網 22 525 150 38.1 17.5 28.6% 11.7% 45.9% 6,818 






Table8 地域共済―2019 年度― 
区分 
休漁補償 分損特約 種苗特約 総計 
計 定置 計 計  
調査件数 F 6,404（73） 614（7） 661（8） 1,065（12） 8,744 
対象金額 E 24,536（7） 4,103（3） 115,488（80） 785（1） 144,912 
引受件数 A 1,026（84） 48（4） 30（2） 169（14） 1,225 
共済限度額 B 7,189（48） 420（3） 7,446（50） 265（2） 14,902 
共済金額 C 7,189（59） 420（3） 4,797（39） 265（2） 12,252 
共済金額/件 C／A 700（－） 875（－） 24,820（－） 1.9（－） 169 
加入率 B／E 29.3% 10.2% 6.1% 33.7% 10.5% 
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飼料＝22％である。2020 年 3 月末の加入件数は、
燃油＝29,641 件（2011 年 3 月末＝3,258 件）、配合






年目＝10％割引、契約 2・3・4 年目から 20％割引




















第 4章 水産政策の転換 
 所得補償対策は「収入安定対策」に依拠するが、漁業者・
共済組合・漁済連・国から構成される共済制度の支出・収
入を段階別に Table 9 に示した。結節点に立つ漁済連は、
元受の漁業共済組合（県）と純再共済掛金・再共済金との
収支決済 1）を、政府（特別会計）と保険料・保険金の収支
決済を行う。Table 10 には 2011 年度＝「新制度」に転じて
以来、2019 年度までの漁済連の損益を掲げた。2016 年度





億円に基づくが、2017 年度までの黒字、18 年度 8.5 億円の
赤字、19 年度＝－14 億円の大幅赤字であることが判明す
る。 
 2019 年度の事業部門の収益・費用に立ち入ると（Table 











Table10 漁済連・損益―2011～19 年度― 
部 門 収 支 2011 2013 2015 2017 2018 2019 
事 業 収 益 42,777 30,180 30,843 33,848 39,131 44,332 
部 門 費 用 41,459 27,155 26,631 33,727 39,979 46,074 
 差 引 1,318 3,024 4,211 120 -848 -1,742 
管 理 収 益 1,981 1,604 1,818 1,663 1,773 1,797 
部 門 費 用 1,841 1,348 1,411 1,431 1,426 1,456 
 差 引 140 256 407 232 347 340 
 収 益 44,758 31,785 32,661 35,511 40,904 46,129 
計 費 用 43,300 28,504 28,043 35,158 41,405 47,530 





共 済 段 階 支 出（費 用） 収 入（収 益） 
漁業者（加入者） 純共済掛金 共済金 
漁業共済組合（県）・元受 共済金 再共済掛金 純共済掛金 再共済金 
漁 済 連・再 共 済 再共済金 保険料 再共済掛金 保険金 





Table11 損益計算書―漁済連・2019 年度― 
部 門 区 分 収 益 費 用 差 引 主な収益 主な費用 差 引 





漁獲共済 25,918 29,470 -3,551 12,882 17,883 -5,001 
特定養殖共済 12,597 11,241 1,356 6,212 5,321 891 
養殖共済 4,781 4,535 246 3,771 2,342 1,429 
施設共済 801 588 212 605 259 346 
地域共済 232 238 -5.48 120 108 12 
総合 44,332 46,074 -1,742 23,592 25,915 -2,323 
 管 理 部 門 1,797 1,456 340 － － － 
合     計 46,129 47,538 -1,401 23,592 25,915 -2,323 
単位：百万円 
出所：漁済連『事業報告書』2019 年度、p.52 
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が続く。特定養殖共済ではホタテ貝等・ノリ類等が No.3・









2019 年来遊数は 2,000 万尾前後、漁期前予測の 6 割と低調
であった。2010 年以降において全道的に記録的不漁であっ
た、2017 年を下回る最低の魚況となった。道連合海区の
2018 年最終集計額では、2010 年＝438 億円をわずかにこえ
る 449 億円、10 年間で最低ベースである。 






 Table 12 により前年比からの趨勢を見ると、共済金・払
戻金ともにサンマ棒受網が際立ち、他を圧する。もっとも
サンマの両者合計額は底曳網に次ぎ No.6 であるが、漁獲量
は前年比 66%減の 4.0 万トン、記録的不漁であった。詳し
い記録の残る 1972 年以降、ボトムである 2017 年度の 5 割
程度、過去最低のケタ違いの不漁であった。サンマ漁業は
自主的管理措置に従って 20 トン未満船＝8 月 10 日より、




Table12 漁業種類別支払共済金・積立ぷらす払戻金―2019 年度― 
区分 
漁業共済 積立ぷらす 総計 
共済金 前年対比 払戻金 前年対比 金額 前年対比 





サケ定置 5,497 155% 13,922 179% 19,419 171% 
大型定置 1,359 130% 5,942 141% 7,301 139% 
まき網 1,383 102% 4,900 135% 6,283 126% 
小型合併 2,262 110% 3,124 128% 5,386 120% 
底曳網 2,154 50% 2,621 76% 4,775 62% 
サンマ棒受網 3,374 396% 1,109 218% 4,483 329% 
カツオマグロ 537 220% 2,014 211% 2,552 213% 
小型定置 645 146% 1,643 219% 2,288 192% 
その他漁船 916 161% 1,176 120% 2,092 135% 
船曳網 638 103% 1,149 132% 1,786 120% 
イカつり 586 133% 1,079 185% 1,665 163% 
採貝採藻類 940 84% 552 69% 1,492 78% 







ホタテ貝等 3,219 229% 3,147 246% 6,366 238% 
ノリ類等 2,248 182% 2,834 198% 5,082 191% 
特定カキ 110 105% 283 133% 393 124% 
ワカメ 175 424% 68 141% 244 271% 
その他特定養殖 72 95% 87 111% 160 103% 
コンブ 31 257% 50 194% 81 214% 





マグロ 551 92% 1,131 170% 1,682 133% 
その他養殖 585 239% 440 48% 1,026 88% 
カキ 934 192% 0 0% 934 151% 
カンパチ 112 30% 615 17% 727 18% 
ハマチ 454 62% 0 0% 454 62% 
タイ 92 80% 0 0% 92 80% 
真珠 64 106% － － 64 106% 
小   計 2,793 107% 2,186 40% 4,980 62% 
漁業施設共済 
定置・まき網 198 60% － － 198 60% 
養殖施設 91 80% － － 91 80% 
小   計 288 66% － － 288 66% 
地域共済休漁補償  165 64% － － 165 64% 
単位：百万円 
出所：漁済連『漁業共済の現況』令和元・2 年度 







































































3）週刊水産新聞 令和元（2019）年 10 月 14 日、10 月
28 日。サケ定置は北海道のみに存在し。孵化・放







   漁業施設共済の定置漁業の純共済掛金率が、2019
年度に 30％引き下げられた。しかし定置漁業全般
の施設共済引受件数が 499、漁獲共済の定置漁業件
数は 1,854（漁済連『事業報告書』2019 年度 p.12）、
後者の 24.2％しか施設共済に加入しない。引き下げ
効果が上がっているとは言えない。 
4）週刊水産新聞 令和元（2019）年 9 月 2 日、令和 2































   東日本大震災の小テーマとしては、岩手・宮城の



















ぷらすの補填金の原資・漁業者 1 対国 3＝88.2 億円、
共済掛金上乗せ補助＝48.8 億円）、②漁業経営セー
フティネット構築事業 1.6 億円、③漁業共済掛金国
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